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(57)【要約】
【課題】低コストかつ小規模な回路構成により、省電力
化を図ることのできる電力制御システムを提供すること
を目的とする。
【解決手段】　通常動作モードから省電力モードへ移行
する場合には、サブＣＰＵ４０は、省電力モードへの移
行か可能な場合に、省電力モードへの移行可能を示す省
電力モード移行可否信号をサブ電源制御ユニット４７に
出力し、サブ電源制御ユニット４７は、メインシステム
１０から入力される動作モード指定信号が省電力モード
を指定し、かつ、省電力モード移行可否信号が省電力モ
ードへ移行可能を示す場合に、省電力モード電圧をサブ
ＣＰＵ４０に供給する。
【選択図】　　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置全体を制御するメインシステムと、前記メインシステムと通信可能に接続され、各
種機能を実現するサブシステムとを備える電力制御システムにおいて、
　前記メインシステムは、
　通常動作モードまたは省電力モードを指定する動作モード指定信号を前記サブシステム
に出力する電力モード指定手段を備え、
　前記サブシステムは、
　前記サブシステム全体を制御する制御手段と、
　前記サブシステム内の電力供給を制御し、前記通常動作モードでは、前記制御手段の駆
動が可能な第１の電圧を前記制御手段に供給する一方、前記省電力モードでは、前記第１
の電圧より低く、かつ、前記制御手段の駆動は不可能であるが状態保持が可能な第２の電
圧を前記制御手段に供給する電力制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記省電力モードへの移行が可能な場合に、当該省電力モードへの移
行可能を示す前記省電力モード移行可否信号を前記電力制御手段に出力し、
　前記電力制御手段は、前記動作モード指定信号が省電力モードを指定し、かつ、前記省
電力モード移行可否信号が前記省電力モードへ移行可能を示す場合に、前記第２の電圧を
前記制御手段に供給することを特徴とする電力制御システム。
【請求項２】
　前記省電力モードから前記通常動作モードに移行する場合には、前記電力制御手段は、
前記制御手段の駆動電圧が前記第１の電圧となったことを検知した場合に、前記制御手段
に対して、当該制御手段を起動させるための起動信号を出力することを特徴とする電力制
御システム。
【請求項３】
　前記サブシステムは、
　ＵＳＢインターフェースと、
　前記ＵＳＢインターフェースにＵＳＢデバイスが接続されたことを検出する検出手段と
、
を備え、
　前記省電力モード時に、前記検出手段が、前記ＵＳＢインターフェースにＵＳＢデバイ
スが接続されたことを検出した場合には、その検出信号を前記電力制御手段に出力し、前
記電力制御手段は、前記検出信号を受信した場合に、前記制御手段の駆動電圧を前記第１
の電圧とすると共に、前記起動信号を前記制御手段に出力して起動させることを特徴とす
る請求項１または請求項２に記載の電力制御システム。
【請求項４】
　前記サブシステムは、
　メモリカードインターフェースと、
　前記メモリカードインターフェースにメモリカードが接続されたことを検出する検出手
段と、
　を備え、
　前記省電力モード時に、前記検出手段が、前記メモリカードインターフェースにメモリ
カードが接続されたことを検出した場合には、その検出信号を前記電力制御手段に出力し
、前記電力制御手段は、前記検出信号を受信した場合に、前記制御手段の駆動電圧を前記
第１の電圧とすると共に、前記起動信号を前記制御手段に出力して起動させることを特徴
とする請求項１または請求項２に記載の電力制御システム。
【請求項５】
　前記サブシステムは、
　ＬＡＮインターフェースと、
　前記ＬＡＮインターフェースがデータを受信したことを検出する検出手段と、
　を備え、
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　前記省電力モード時に、前記検出手段は、前記ＬＡＮインターフェースがデータを受信
したことを検出した場合には、その検出信号を前記電力制御手段に出力し、前記電力制御
手段は、前記検出信号を受信した場合に、前記制御手段の駆動電圧を前記第１の電圧とす
ると共に、前記起動信号を前記制御手段に出力して起動させることを特徴とする請求項１
または請求項２に記載の電力制御システム。
【請求項６】
　前記サブシステムは、
　キー入力インターフェースと、
　前記キー入力インターフェースにキー入力されたことを検出する検出手段と、
　を備え、
　前記省電力モード時に、前記検出手段は、前記キー入力インターフェースのキー入力を
検出した場合には、その検出信号を前記電力制御手段に出力し、前記電力制御手段は、前
記検出信号を受信した場合に、前記制御手段の駆動電圧を前記第１の電圧とすると共に、
前記起動信号を前記制御手段に出力して起動させることを特徴とする請求項１または請求
項２に記載の電力制御システム。
【請求項７】
　前記サブシステムは、
　タッチパネル入力インターフェースと、
　前記タッチパネル入力インターフェースにタッチパネル入力されたことを検出する検出
手段と、
　を備え、
　前記省電力モード時に、前記検出手段は、前記タッチパネル入力インターフェースのタ
ッチパネル入力を検出した場合には、その検出信号を前記電力制御手段に出力し、前記電
力制御手段は、前記検出信号を受信した場合に、前記制御手段の駆動電圧を前記第１の電
圧とすると共に、前記起動信号を前記制御手段に出力して起動させることを特徴とする請
求項１または請求項２に記載の電力制御システム。
【請求項８】
　前記サブシステムは、
　ユーザ認証インターフェースと、
　前記ユーザ認証インターフェースにユーザ認証要求が入力されたことを検出する検出手
段と、
　を備え、
　前記省電力モード時に、前記検出手段は、前記ユーザ認証インターフェースにユーザ認
証要求が入力されたことを検出した場合には、その検出信号を前記電力制御手段に出力し
、前記電力制御手段は、前記検出信号を受信した場合に、前記制御手段の駆動電圧を前記
第１の電圧とすると共に、前記起動信号を前記制御手段に出力して起動させることを特徴
とする請求項１または請求項２に記載の電力制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電力制御システムに関し、詳細には、メインシステムに接続されたサブシス
テムの動作モードを省電力モードまたは通常動作モードに移行させる電力制御システムに
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、画像形成装置で採用されるＣＰＵの省電力制御は、従来のものに比べて高度化さ
れている。例えば、省電力モード時には、ＣＰＵ自身が動作できない電圧まで電源電圧を
低下させながらＣＰＵの動作情報を保持しておくことで、省電力モード時の低消費電力化
を図っている。
【０００３】
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　メインシステムとサブシステムを備える画像形成装置では、メインシステムから各サブ
システムに電力を供給する電源制御ユニットに対して、サブシステムへの電源供給停止の
コマンドを出力して、サブシステムへの供給電圧を低下させることにより、サブシステム
の動作モードが省電力モードへと移行する。
【０００４】
　しかしながら、省電力モードへの移行時において、サブシステムに処理過程のあるプロ
セスが存在する場合には、プロセスが完了する前に省電力モードへ移行してしまうという
問題がある。また、サブシステムの省電力モード時に、サブシステム制御用のＣＰＵ自身
が動作できない電圧まで電源電圧を低下させている状態で、当該ＣＰＵを起動させるため
の起動信号を当該ＣＰＵに出力しても、供給電圧が低いために当該ＣＰＵは起動できない
という問題がある。
【０００５】
　特許文献１では、システムの省電力モードへの移行のタイミングや、システムの省電力
モードから復帰させるための起動信号の出力タイミングをタイマーによって制御すること
により、上記問題を解決する技術が開示されている。
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－１３１７６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記従来技術では、通常は、電源制御を行う場合においては、サブマイ
コンや専用デバイスを利用して電源管理を実現しているが、サブマイコンや専用デバイス
を電源管理のためだけに利用することは、製品コストが高くなるとともに、回路規模が大
きくなるため、基板実装面積の観点から望ましくない。
【０００８】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、低コストかつ小規模な回路構成により
、省電力化を図ることが可能な電力制御システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記した課題を解決して、本発明の目的を達成するために、本発明は、装置全体を制御
するメインシステムと、前記メインシステムと通信可能に接続され、各種機能を実現する
サブシステムとを備える電力制御システムにおいて、前記メインシステムは、通常動作モ
ードまたは省電力モードを指定する動作モード指定信号を前記サブシステムに出力する電
力モード指示手段を備え、前記サブシステムは、前記サブシステム全体を制御する制御手
段と、前記サブシステム内の電力供給を制御し、前記通常動作モードでは、前記制御手段
の駆動が可能な第１の電圧を前記制御手段に供給する一方、前記省電力モードでは、前記
第１の電圧より低く、かつ、前記制御手段の駆動は不可能であるが状態保持が可能な第２
の電圧を前記制御手段に供給する電力制御手段と、を備え、前記制御手段は、前記省電力
モードへの移行が可能な場合に、当該省電力モードへの移行可能を示す前記省電力モード
移行可否信号を前記電力制御手段に出力し、前記電力制御手段は、前記動作モード指定信
号が省電力モードを指定し、かつ、前記省電力モード移行可否信号が前記省電力モードへ
移行可能を示す場合に、前記第２の電圧を前記制御手段に供給することを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の好ましい態様によれば、前記省電力モードから前記通常動作モードに移
行する場合には、前記電力制御手段は、前記制御手段の駆動電圧が前記第１の電圧となっ
たことを検知した場合に、前記制御手段に対して、当該制御手段を起動させるための起動
信号を出力することが望ましい。
【００１１】
　また、本発明の好ましい態様によれば、前記サブシステムは、ＵＳＢインターフェース
と、前記ＵＳＢインターフェースにＵＳＢデバイスが接続されたことを検出する検出手段
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と、を備え、前記省電力モード時に、前記検出手段が、前記ＵＳＢインターフェースにＵ
ＳＢデバイスが接続されたことを検出した場合には、その検出信号を電力制御手段に出力
し、前記電力制御手段は、前記検出信号を受信した場合に、前記制御手段の駆動電圧を前
記第１の電圧とすると共に、前記起動信号を前記制御手段に出力して起動させることが望
ましい。
【００１２】
　また、本発明の好ましい態様によれば、前記サブシステムは、メモリカードインターフ
ェースと、前記メモリカードインターフェースにメモリカードが接続されたことを検出す
る検出手段と、を備え、前記省電力モード時に、前記検出手段が、前記メモリカードイン
ターフェースにメモリカードが接続されたことを検出した場合には、その検出信号を電力
制御手段に出力し、前記電力制御手段は、前記検出信号を受信した場合に、前記制御手段
の駆動電圧を前記第１の電圧とすると共に、前記起動信号を前記制御手段に出力して起動
させることが望ましい。
【００１３】
　また、本発明の好ましい態様によれば、前記サブシステムは、ＬＡＮインターフェース
と、前記ＬＡＮインターフェースがデータを受信したことを検出する検出手段と、を備え
、前記省電力モード時に、前記検出手段は、前記ＬＡＮインターフェースがデータを受信
したことを検出した場合には、その検出信号を電力制御手段に出力し、前記電力制御手段
は、前記検出信号を受信した場合に、前記制御手段の駆動電圧を前記第１の電圧とすると
共に、前記起動信号を前記制御手段に出力して起動させることが望ましい。
【００１４】
　また、本発明の好ましい態様によれば、前記サブシステムは、キー入力インターフェー
スと、前記キー入力インターフェースにキー入力されたことを検出する検出手段と、を備
え、前記省電力モード時に、前記検出手段は、前記キー入力インターフェースのキー入力
を検出した場合には、その検出信号を電力制御手段に出力し、前記電力制御手段は、前記
検出信号を受信した場合に、前記制御手段の駆動電圧を前記第１の電圧とすると共に、前
記起動信号を前記制御手段に出力して起動させることが望ましい。
【００１５】
　また、本発明の好ましい態様によれば、前記サブシステムは、タッチパネル入力インタ
ーフェースと、前記タッチパネル入力インターフェースにタッチパネル入力されたことを
検出する検出手段と、を備え、前記省電力モード時に、前記検出手段は、前記タッチパネ
ル入力インターフェースのタッチパネル入力を検出した場合には、その検出信号を電力制
御手段に出力し、前記電力制御手段は、前記検出信号を受信した場合に、前記制御手段の
駆動電圧を前記第１の電圧とすると共に、前記起動信号を前記制御手段に出力して起動さ
せることが望ましい。
【００１６】
　また、本発明の好ましい態様によれば、前記サブシステムは、ユーザ認証インターフェ
ースと、前記ユーザ認証インターフェースにユーザ認証要求が入力されたことを検出する
検出手段と、を備え、前記省電力モード時に、前記検出手段は、前記ユーザ認証インター
フェースにユーザ認証要求が入力されたことを検出した場合には、その検出信号を電力制
御手段に出力し、前記電力制御手段は、前記検出信号を受信した場合に、前記制御手段の
駆動電圧を前記第１の電圧とすると共に、前記起動信号を前記制御手段に出力して起動さ
せることが望ましい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、装置全体を制御するメインシステムと、前記メインシステムと通信可
能に接続され、各種機能を実現するサブシステムとを備える電力制御システムにおいて、
前記メインシステムは、通常動作モードまたは省電力モードを指定する動作モード指定信
号を前記サブシステムに出力する電力モード指示手段を備え、前記サブシステムは、前記
サブシステム全体を制御する制御手段と、前記サブシステム内の電力供給を制御し、前記
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通常動作モードでは、前記制御手段の駆動が可能な第１の電圧を前記制御手段に供給する
一方、前記省電力モードでは、前記第１の電圧より低く、かつ、前記制御手段の駆動は不
可能であるが状態保持が可能な第２の電圧を前記制御手段に供給する電力制御手段と、を
備え、前記制御手段は、前記省電力モードへの移行が可能な場合に、当該省電力モードへ
の移行可能を示す前記省電力モード移行可否信号を前記電力制御手段に出力し、前記電力
制御手段は、前記動作モード指定信号が省電力モードを指定し、かつ、前記省電力モード
移行可否信号が前記省電力モードへ移行可能を示す場合に、前記第２の電圧を前記制御手
段に供給することとしたので、低コストかつ小規模な回路構成により、省電力化を図るこ
とが可能な電力制御システムを提供することが可能となるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下に添付図面を参照して、この発明にかかる電力制御システムの最良な実施の形態を
詳細に説明する。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。また
、この実施の形態における構成要素には、当業者が容易に想定できるもの、または実質的
に同一のものが含まれる。また、本実施の形態においては、本発明に係る電力制御システ
ムを画像形成装置に適用した場合について説明する。
【００１９】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１にかかる画像形成装置の構成を示す図である。同図に示
すように、第１の実施の形態の画像形成装置１は、複数のユニットの組み合わせにより構
成されており、各ユニットとして、システム／ネットワーク制御システム（以下「メイン
システム」）１０と、操作部制御システム１１と、画像処理システム１２と、Ｉ／Ｏ制御
システム１３と、電源制御ユニット１４と、プロッタユニット１５と、スキャナユニット
１６とから構成される。
【００２０】
　操作部制御システム１１、画像処理システム１２、Ｉ／Ｏ制御システム１３、電源制御
ユニット１４、プロッタユニット１５、およびスキャナユニット１６は、通信制御線１７
を介して、メインシステム１０に接続される。
【００２１】
　メインシステム１０は、画像形成装置１全体を制御する。メインシステム１０は、通信
制御線１７により、画像形成装置１を構成する各ユニットに対して、コマンドを送受信す
ることにより、各ユニットを制御する。また、メインシステム１０は、ネットワーク１８
を介して他の装置とのデータ通信を制御する。
【００２２】
　操作部制御システム１１は、利用者がコマンドを入力するための操作入力機能や、利用
者に情報を提供する表示機能を備える。画像処理システム１２は、スキャナユニット１６
に取り込まれた画像データや、ネットワーク１８を介して受信された画像データに対して
各種画像処理を行う。画像処理システム１２は、処理後の画像データをプロッタユニット
１５に出力する。これらの画像データの転送は、画像バス１９を介して実行される。
【００２３】
　Ｉ／Ｏ制御システム１３は、プロッタユニット１５やスキャナユニット１６のアクチュ
エータに対する信号の入出力を制御する。電源制御ユニット１４は、各ユニットに対して
、各ユニットがそれぞれ消費するＤＣ電力を供給する。
【００２４】
　プロッタユニット１５は、作像システム、定着システムおよび紙搬送システムなど、複
数のアクチュエータの組合せによりプリント機能を実現する。スキャナユニット１６は、
光学系、走行体および走行体を起動するモータなどにより構成され、原稿面を走査し、画
像データを取り込む。
【００２５】
　上記構成の画像形成装置１は、電力消費モードとして、通常動作モードと省電力モード
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とを有しており、メインシステム１０は、通常動作モードと省電力モードの実行を制御す
る。通常動作モードは、コマンドやデータなどの入力を受け付け、画像を形成する処理や
、コマンドやデータなどの受信に応じた処理を即時実行可能な状態で待ち受けている状態
である。省電力モードは、通常動作モードに比べて、画像形成装置１の消費電力をより低
減させた待機状態である。通常動作モードにおける待機状態が全てのユニットに通電した
状態であるのに対し、省電力モードでは、コマンドやデータを受け付けるための最低限の
ユニットのみ通電し、画像形成装置１の消費電力を低減させる。
【００２６】
　省電力モードでは、電源制御ユニット１４は、メインシステム１０からの指示コマンド
に応じて、メインシステム１０と操作部制御システム１１に対してのみ電圧供給を実行し
、その他のユニットに対しては電力の供給を停止する。そして、操作部制御システム１１
は、一定条件が成立すると、内部のＣＰＵ４０（図２参照）に対する駆動電圧を低下させ
る。このような制御により、メインシステム１０におけるコマンドの待ち受けは可能であ
り、かつ、画像形成装置１の消費電力の低減を実現することができる。
【００２７】
　図２は、メインシステム１０および操作部制御システム１１の内部構成を示す図である
。メインシステム１０は、同図に示すように、メインＣＰＵ（電力モード指定手段）２０
と、ＲＯＭ２１と、ＲＡＭ２２と、不揮発性メモリ（以下「ＮＶ」）２３と、ホスト（Ho
st）２４とから構成される。メインシステム１０と操作部制御システム１１は、コネクタ
２９、３０を介してデータ通信可能に接続されている。
【００２８】
　メインシステム１０のメインＣＰＵ２０は、メインシステム１０全体を制御する。また
、メインＣＰＵ２０は、通信部(Com)２０Ａと、Ｉ／Ｏポート２０Ｂと、を有し、これら
を介して、各サブシステムとの通信を制御する。また、メインＣＰＵ２０は、操作部制御
システム１１に対して、通常動作モードによる動作または省電力モードによる動作を指定
する動作モード指定信号（省電力モード「Ｈ」、通常電力モード「Ｌ」）を、信号線３１
を介して出力する。また、メインＣＰＵ２０は、電源制御ユニット１４に対して、供給電
圧の出力のオン／オフを指示するコマンドを、信号線３２を介して出力する。
【００２９】
　ＲＯＭ２１は、各種データやメインＣＰＵ２０が実行するための各種プログラムを記憶
する。ＲＡＭ２２は、メインＣＰＵ２０が各種プログラムを実行する際に、各種データや
各種プログラムを一時的に記憶する。ＮＶ２３は、画像形成装置１における各種初期値や
各種設定値を記憶する。ホスト２４は、メインＣＰＵ２０の通信部（Com）２０Ａと、操
作部制御システム１１との間の通信制御線１７を介した通信を制御する。
【００３０】
　操作部制御システム１１は、サブＣＰＵ４０（制御手段）と、ＲＯＭ４１と、ＲＡＭ４
２と、ＮＶ４３と、キー入力装置（以下「ＫＥＹ」）４４と、ＬＣＤ（Liquid Crystal D
isplay）４５と、ソフトスイッチ４６と、サブ電源制御ユニット４７（電力制御手段）と
から構成され、コネクタ３０を介してメインシステム１０に接続されている。
【００３１】
　サブＣＰＵ４０は、操作部制御システム１１全体を制御すると共に、通信部（Com）４
０Ａと、Ｉ／Ｏポート４０Ｂとを有し、これらを介したメインシステム１０との通信を制
御する。また、サブＣＰＵ４０は、サブ電源制御ユニット４７に対して、省電力モードへ
の移行の可否を示す省電力モード移行可否信号（移行可「Ｈ」、移行不可「Ｌ」）を、信
号線３３を介して出力する。
【００３２】
　ＲＯＭ４１は、各種データやサブＣＰＵ４０が実行するための各種プログラムを記憶す
る。ＲＡＭ４２は、サブＣＰＵ４０が各種プログラムを実行する際に、各種データや各種
プログラムを一時的に記憶する。ＮＶ４３は、画像形成装置１における各種初期値や各種
設定値を記憶する。また、ＮＶ４３は、ＬＣＤ４５に情報を表示させるためのＬＣＤモジ
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ュールなどの各種プログラムや画面データなどの各種表示用データを記憶する。
【００３３】
　ＫＥＹ４４およびＬＣＤ４５は、ユーザーインターフェースとして機能するものである
。ＫＥＹ４４は、利用者が指示を入力するための操作ボタンや操作キーにより構成される
。ＬＣＤ４５は、表示パネルであり、利用者に対して情報を表示する。
【００３４】
　ソフトスイッチ４６は、省電力モードのオン／オフを制御するために、利用者によって
操作されるスイッチであり、利用者の操作に応じて、省電力モードへの移行のオン／オフ
を指示するスイッチ信号を、信号線３４およびＩ／Ｏポート２０Ｂを介して、メインＣＰ
Ｕ２０に出力する。
【００３５】
　メインＣＰＵ２０は、当該スイッチ信号の変化を検出し、当該スイッチ信号が省電力モ
ードのオンを指示する場合、電源制御ユニット１４に対して、供給電圧の出力停止を指示
するコマンド（以下「出力停止コマンド」と称する）を、信号線３２を介して出力する。
また、メインＣＰＵ２０は、当該スイッチ信号が省電力モードのオフを指示する場合、即
ち、通常動作モードへ復帰することを指示する場合、電源制御ユニット１４に対して、供
給電圧の出力開始を指示するコマンド（以下「出力開始コマンド）と称する）を、信号線
３２を介して出力する。
【００３６】
　なお、電源制御ユニット１４と、メインＣＰＵ２０と、サブ電源制御ユニット４７と、
操作部制御システム１１のＲＡＭ４２およびＮＶ４３は、電源供給線３５を介して接続さ
れる。電源制御ユニット１４は、電源供給線３５を介して、メインＣＰＵ２０、操作部制
御システムユニット４７、操作部制御システム１１のＲＡＭ４２およびＮＶ４３に対して
、電圧（Ｖｃｃ１）を供給する。
【００３７】
　また、電源制御ユニット１４と、操作部制御システム１１のＫＥＹ４４およびＬＣＤ４
５は、電源供給線３６を介して接続される。電源制御ユニット１４は、電源供給線３６を
介して、ＫＥＹ４４およびＬＣＤ４５に対して、電圧（Ｖｃｃ２）を供給する。
【００３８】
　図３は、サブ電源制御ユニット４７の内部構成を示す図である。サブ電源制御ユニット
４７は、動作モード指定信号と省電力モード移行可否信号の論理積演算を行なうロジック
ＩＣ４７ａと、ロジックＩＣ４７ａでの演算結果に基づいて、サブＣＰＵ４０への出力電
圧を制御する電源ＩＣ４７ｂと、電源ＩＣ４７ｂからの出力電圧を監視する電源監視ＩＣ
４７ｃとから構成される。
【００３９】
　ロジックＩＣ４７ａは、メインＣＰＵ２０から出力される動作モード指定信号（省電力
モード「Ｈ」、通常電力モード「Ｌ」）と、サブＣＰＵ４０から出力される省電力モード
移行可否信号（移行可「Ｈ」、移行不可「Ｌ」）の論理積演算を行い、当該演算結果（Ｈ
／Ｌ）を電源ＩＣ４７ｂに出力する。
【００４０】
　電源ＩＣ４７ｂは、リニアレギュレータやＤＣ－ＤＣコンバータなどで構成されており
、ロジックＩＣ４７ａから入力される演算結果（Ｈ／Ｌ）に基づいて、電源制御ユニット
１４から入力される電圧（Ｖｃｃ１）のレベルを変換して、電源供給線３７を介してサブ
ＣＰＵ４０に対してＣＰＵ用供給電圧（Ｖｃｃ３）として出力する。
【００４１】
　具体的には、電源ＩＣ４７ｂは、ロジックＩＣ４７ａから演算結果（「Ｌ」）が入力さ
れた場合に、サブＣＰＵ４０の駆動が可能な第１の電圧を、ＣＰＵ用供給電圧（Ｖｃｃ３
）としてサブＣＰＵ４０に供給する。他方、電源ＩＣ４７ｂは、ロジックＩＣ４７ａから
演算結果（「Ｈ」）が入力された場合に（省電力モード移行可否信号（移行可「Ｈ」）、
かつ、動作モード指定信号（省電力モード「Ｈ」））、第１の電圧より低く、かつ、サブ
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ＣＰＵ４０の駆動は不可能であるが状態保持が可能な第２の電圧を、ＣＰＵ用供給電圧（
Ｖｃｃ３）としてサブＣＰＵ４０に供給する。
【００４２】
　電源監視ＩＣ４７ｃは、電源ＩＣ４７ｂから出力されるＣＰＵ用供給電圧（Ｖｃｃ３）
を監視し、省電力モードから通常モードに移行する際に、ＣＰＵ用供給電圧（Ｖｃｃ３）
が第１の電圧に達した場合に、サブＣＰＵ４０に対して、信号線３８を介して起動信号（
割り込み信号）を出力する。
【００４３】
　サブ電源制御ユニット４７のロジックＩＣ４７ａ、電源ＩＣ４７ｂ、および電源監視Ｉ
Ｃ４７ｃは、安価な汎用品で構成することが可能であり、高価な電源管理専用デバイスは
不要となり、低コストな構成とすることができる。なお、出力電圧を選択する方法は、図
３に示すような電源ＩＣ４７ｂの出力レベル設定端子に入力する方法以外に、リファレン
ス電圧を設定する抵抗分圧回路を電界効果トランジスタなどで制御することで出力電圧レ
ベルを変化させる方法を採用することにしてもよい。
【００４４】
　上記構成の画像形成装置１では、通常動作モードにおいては、電源制御ユニット１４か
らＶｃｃ１とＶｃｃ２が出力され、サブ電源制御ユニット４７からは、ＣＰＵ用供給電圧
（Ｖｃｃ３）として、サブＣＰＵ４０が動作可能な第１の電圧（通常モード電圧）がサブ
ＣＰＵ４０に対して供給される。一方、省電力モードにおいては、不要なユニットの消費
電力を無くすためにＶｃｃ２の供給を遮断するとともに、ＣＰＵ用電源電圧（Ｖｃｃ３）
として、第１の電圧より低く、かつ、ＣＰＵ４０の駆動が不可能であるが状態保持が可能
な第２の電圧（省電力モード電圧）を、ＣＰＵ４０に供給して、消費電力を低減している
。
【００４５】
　以上の構成において、メインシステム１０と操作部制御システム１１間で行なわれる省
電力モードへの移行処理について、図４を参照して説明する。図４は、メインシステム１
０と操作部制御システム１１間で行なわれる省電力モードへの移行処理の手順を示すフロ
ーチャートである。
【００４６】
　画像形成装置１の待機モード中に、省電力モードへの移行条件が成立すると（ステップ
Ｓ１）、メインシステム１０は、操作部制御システム１１に対して、省電力モード移行通
知を発行する（ステップＳ２）。ここで、省電力モードへの移行条件が成立する場合とは
、一般的には、一定時間コマンドの入力が無い場合や、またはソフトスイッチ４６の押下
などにより省電力モード移行コマンドを受け付けた場合などである。この移行条件は、例
えば、メインシステム１０のＲＯＭ２１に予め記憶されている。
【００４７】
　ステップＳ２で省電力モード移行通知が発行されると、操作部制御システム１１は、処
理過程にあるプロセスがあるか否かを判定し（ステップＳ３）、処理過程にあるプロセス
がある場合には（ステップＳ３の「Ｙｅｓ」）、省電力モード移行了解通知の発行を保留
し（ステップＳ４）、処理過程にあるプロセスがない場合には（ステップＳ３の「Ｎｏ」
）、メインシステム１０に対して、省電力モード移行了解通知を発行する（ステップＳ５
）。
【００４８】
　そして、サブＣＰＵ４０は、通信制御線１７に対するドライブを停止して、サブ電源制
御ユニット４７に対して、省電力モードに移行可能な状態を示す省電力モード移行可否信
号（「Ｈ」）を信号線３３を介して出力し（ステップＳ６）、省電力モードに移行する。
この場合、ＲＡＭ４２に対する通電は継続されるため、ＲＡＭ４２上の画像形成システム
情報は省電力モード中にも正常に保存される。
【００４９】
　メインシステム１０は、全てのユニット（操作部制御システム１１を含む）から省電力
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移行了解通知を受信した場合には（ステップＳ７の「Ｙｅｓ」）、メインシステム１０は
、電源制御ユニット１４に対して、出力停止コマンドを、信号線３２を介して発行し（ス
テップＳ８）、メインシステム１０全体を省電力モードに移行させる（ステップＳ９）。
【００５０】
　ついで、メインシステム１０は、操作部制御システム２０のサブ電源制御ユニット４７
に対して、省電力モードでの動作を指定する動作モード指定信号（「Ｈ」）を、信号線３
１を介して出力する（ステップＳ１０）。
【００５１】
　サブ電源制御ユニット４７では、ロジックＩＣ４７ａで実行される、省電力モード移行
可否信号と、動作モード指定信号との論理積演算の結果が「Ｈ」となった場合に（ステッ
プＳ１１の「Ｙｅｓ」）、電源ＩＣ４７ｂは、ＣＰＵ用電源電圧（Ｖｃｃ３）を、第１の
電圧から下げ、ＣＰＵ４０の駆動は不可能であるが状態保持が可能な第２の電圧に設定す
る（ステップＳ１２）。以上の処理を実行することにより、操作部制御システム１１の省
電力動作を実現することができる。
【００５２】
　続けて、メインシステム１０と操作部制御システム１１間で行なわれる通常動作モード
への移行処理について、図５を参照して説明する。図５は、メインシステム１０と操作部
制御システム１１間で行なわれる通常動作モードへの移行処理の手順を示すフローチャー
トである。
【００５３】
　メインシステム１０は、通常動作モードへの復帰条件が成立すると(ステップＳ２０)、
省電力モードから通常動作モードへの復帰を決定する。通常動作モードへの復帰条件が成
立する場合とは、例えば、ソフトスイッチ４６が押下されたことにより、省電力モードへ
の移行のオフを示すスイッチ信号がソフトスイッチ４６から信号線３６を介して出力され
、メインＣＰＵ２０に入力された場合や、ネットワーク１８を介して他の装置からデータ
を受信する場合などである。この通常動作モードへの復帰条件は、例えば、メインシステ
ム１０のＲＯＭ２１に予め記憶されている。
【００５４】
　メインシステム１０は、電源制御ユニット１４に対して、出力開始コマンドを信号線３
２を介して出力し（ステップＳ２１）、メインシステム１０全体を通常動作モードに移行
する（ステップＳ２２）。
【００５５】
　メインシステム１０は、操作部制御システム１１のサブ電源制御ユニット４７に対して
、通常動作モードでの動作を指定する動作モード指定信号（「Ｌ」）を信号線３１を介し
て出力する（ステップＳ２３）。
【００５６】
　一方、操作部制御システム１１のサブ電源制御ユニット４７では、ロジックＩＣ４７ａ
で実行される、省電力モード移行可否信号と、動作モード指定信号との論理積演算の結果
が「Ｌ」となった場合に（ステップＳ２４の「Ｙｅｓ」）、電源ＩＣ４７ｂは、ＣＰＵ用
電源電圧（Ｖｃｃ３）を、第２の電圧からＣＰＵ４０の駆動が可能な第１の電圧に上げる
（ステップＳ２５）。
【００５７】
　電源監視ＩＣ４７ｃは、ＣＰＵ用電源電圧（Ｖｃｃ３）を監視し、ＣＰＵ用電源電圧（
Ｖｃｃ３）がＣＰＵ４０の駆動が可能な第１の電圧となった場合には（ステップＳ２６の
「Ｙｅｓ」）、サブＣＰＵ４０に対して起動信号を信号線３８を介して出力する（ステッ
プＳ２７）。サブＣＰＵ４０は、起動信号を外部割込みで検出することで起動し、起動後
、サブ電源制御ユニット４７に対して、省電力モードへの移行不可な状態を示す省電力モ
ード移行可否信号（「Ｌ」）を出力し（ステップＳ２８）、次の省電力モードへの移行に
備える。
【００５８】
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　以上説明したように、実施の形態１の画像形成装置１によれば、メインシステム１０は
通常動作モードまたは省電力モードを指定する動作モード指定信号を操作部制御システム
１１に出力し、操作部制御システム１１は、操作部制御システム１１全体を制御するサブ
ＣＰＵ４０と、操作部制御システム１１内の電力供給を制御し、通常動作モードでは、サ
ブＣＰＵ４０の駆動が可能な第１の電圧をサブＣＰＵ４０に供給する一方、省電力モード
では、第１の電圧より低く、かつ、サブＣＰＵ４０の駆動が不可能であるが状態保持が可
能な第２の電圧をサブＣＰＵ４０に供給するサブ電源制御ユニット４７とを備え、通常動
作モードから省電力モードへ移行する場合には、サブＣＰＵ４０は、省電力モードへの移
行が可能な場合に、省電力モードへの移行可能を示す省電力モード移行可否信号をサブ電
源制御ユニット４７に出力し、サブ電源制御ユニット４７は、動作モード指定信号が省電
力モードを指定し、かつ、省電力モード移行可否信号が省電力モードへ移行可能を示す場
合に、第２の電圧をサブＣＰＵ４０に供給することとしたので、サブＣＰＵ４０に対する
電源制御を簡素化でき、安価な構成より省電力モードに対応した電源制御システムを構築
することが可能となる。これにより、低コストかつ小規模な回路構成により、省電力化を
図ることが可能な電力制御システムを提供することが可能となる。
【００５９】
　また、実施の形態１の画像形成装置によれば、サブ電源制御ユニット４７は、省電力モ
ードから通常動作モードに移行する場合には、サブＣＰＵ４０の駆動電圧が第１の電圧と
なったことを検知した場合に、サブＣＰＵ４０に対して起動信号を出力して起動させるこ
ととしたので、省電力モードから通常動作モードに復帰する場合に、サブＣＰＵ４０自身
が動作できない第２の電圧まで駆動電圧を低下させている状態で、簡単な電源制御でサブ
ＣＰＵ４０を起動させることが可能となる。
【００６０】
　なお、第１の実施の形態では、サブシステムの構成および省電力モードへの移行手順に
ついて、操作部制御システム１１を代表して説明したが、これに限定されるものではなく
、他のサブシステムについても適用できる。
【００６１】
（実施の形態２）
　次に、本発明の実施の形態２にかかる画像形成装置１について説明する。図６は、実施
の形態２の画像形成装置の構成を示す図である。なお、実施の形態２において、上述した
第１の実施の形態の画像形成装置１と共通する部分の説明は省略し、異なる点についての
み説明する。
【００６２】
　実施の形態２の画像形成装置は、図６に示すように、実施の形態１の構成（図２）に加
えて、さらに、操作部制御システム１１に、ＵＳＢインターフェース５０と、ＵＳＢデバ
イス検知部５１とを設け、省電力モードにおいて、ＵＳＢデバイス検知部５１が、ＵＳＢ
インターフェース５０にＵＳＢデバイスが接続されたことを検出した場合に、サブ電源制
御ユニット４７がサブＣＰＵ４０を起動させる構成としたものである。
【００６３】
　ＵＳＢインターフェース５０は、ＵＳＢデバイスを接続するためのものである。また、
ＵＳＢデバイス検出部５１は、インターフェース５０にＵＳＢデバイスが接続されたこと
を検出した場合に、信号線５２を介してデバイス検出信号を、サブ電源制御ユニット４７
およびメインシステム１０に出力する。
【００６４】
　つぎに、省電力モード時に、ＵＳＢデバイスが接続されたことを検出した場合の動作を
説明する。省電力モードに移行する動作は、実施の形態１と同様である。画像形成装置１
は、省電力モード（動作モード指定信号が省電力モードを指定（「Ｈ」）、省電力モード
移行可否信号が移行可（「Ｈ」）、ＣＰＵ用電源電圧（Ｖｃｃ３）がＣＰＵ４０の駆動は
不可能であるが状態保持が可能な第２の電圧）の状態にあるものとする。
【００６５】
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　省電力モード時に、ＵＳＢインターフェース５０にＵＳＢデバイスが接続されると、Ｕ
ＳＢデバイス検出部５１は、ＵＳＢデバイスが接続されたことを検出し、信号線５２を介
して、サブ電源制御ユニット４７およびメインシステム１０にデバイス検出信号を出力す
る。
【００６６】
　サブ電源制御ユニット４７は、デバイス検出信号が入力されると、ＣＰＵ用電源電圧（
Ｖｃｃ３）を、第２の電圧からＣＰＵ４０の駆動が可能な第１の電圧に上げ、ＣＰＵ用電
源電圧（Ｖｃｃ３）が第１の電圧となった場合には、サブＣＰＵ４０に対して起動信号を
信号線３８を介して出力する。サブＣＰＵ４０は、起動信号を外部割込みで検出すること
で起動し、起動後、サブ電源制御ユニット４７に対して、省電力モードへの移行不可な状
態を示す省電力モード移行可否信号（「Ｌ」）を出力し、次の省電力モードへの移行に備
える。
【００６７】
　実施の形態２の画像形成装置によれば、省電力モードにおいて、ＵＳＢデバイス検知部
５１が、ＵＳＢインターフェース５０にＵＳＢデバイスが接続されたことを検出した場合
に、サブ電源制御ユニット４７がサブＣＰＵ４０の駆動電圧を第１の電圧に上げると共に
、サブＣＰＵ４０に駆動信号を送出して起動させる構成としたので、メインシステム１０
がＵＳＢデバイスの接続を検出してから動作モード指定信号を変化させて、サブＣＰＵ４
０の駆動電圧を第１の電圧に上昇させる場合と比較して、短時間で省電力モードから通常
動作モードへの復帰が可能となる。
【００６８】
（実施の形態３）
　次に、本発明の実施の形態３にかかる画像形成装置１について説明する。図７は、実施
の形態３の画像形成装置の構成を示す図である。なお、実施の形態３において、上述した
第１の実施の形態の画像形成装置１と共通する部分の説明は省略し、異なる点についての
み説明する。
【００６９】
　実施の形態２の画像形成装置は、図６に示すように、実施の形態１の構成（図２）に、
さらに、操作部制御システム１１に、メモリカードインターフェース（以下「カードイン
ターフェース」）５３と、メモリカード接続検出部（以下「カード接続検出部」）５４と
を設け、省電力モードにおいて、メモリカード接続検出部５４が、メモリカードインター
フェース５３にメモリカードが接続されたことを検出した場合に、サブ電源制御ユニット
４７がサブＣＰＵ４０を起動させる構成としたものである。
【００７０】
　図７において、メモリカードインターフェース５３は、メモリカードを接続するための
インターフェースである。メモリカード接続検出部５４は、メモリカードインターフェー
ス５３にメモリカードが接続されたことを検出した場合に、信号線５２を介して、デバイ
ス検出信号をサブ電源制御ユニット４７およびメインシステム１０に出力する。
【００７１】
　つぎに、省電力モード時に、メモリカードが接続されたことを検出した場合の動作を説
明する。省電力モードに移行する動作は、実施の形態１と同様である。画像形成装置１は
、省電力モード（動作モード指定信号が省電力モードを指定（「Ｈ」）、省電力モード移
行可否信号が移行可（「Ｈ」）、ＣＰＵ用電源電圧（Ｖｃｃ３）がＣＰＵ４０の駆動は不
可能であるが状態保持が可能な第２の電圧）の状態にあるものとする。
【００７２】
　省電力モード時に、メモリカードインターフェース５４にメモリカードが接続されると
、メモリカード接続検出部５３は、メモリカードが接続されたことを検出し、信号線５２
を介して、サブ電源制御ユニット４７およびメインシステム１０にデバイス検出信号を出
力する。
【００７３】
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　サブ電源制御ユニット４７は、デバイス検出信号が入力されると、ＣＰＵ用電源電圧（
Ｖｃｃ３）を、第２の電圧からＣＰＵ４０の駆動が可能な第１の電圧に上げ、ＣＰＵ用電
源電圧（Ｖｃｃ３）が第１の電圧となった場合には、サブＣＰＵ４０に対して起動信号を
信号線３８を介して出力する。サブＣＰＵ４０は、起動信号を外部割込みで検出すること
で起動し、起動後、サブ電源制御ユニット４７に対して、省電力モードへの移行不可な状
態を示す省電力モード移行可否信号（「Ｌ」）を出力し、次の省電力モードへの移行に備
える。
【００７４】
　実施の形態３の画像形成装置によれば、省電力モードにおいて、メモリカード接続検出
部５４が、メモリカードインターフェース５３にメモリカードが接続されたことを検出し
た場合に、サブ電源制御ユニット４７がサブＣＰＵ４０の駆動電圧を第１の電圧に上げる
と共に、サブＣＰＵ４０に駆動信号を送出して起動させる構成としたので、メインシステ
ム１０がメモリカードの接続を検出してから動作モード指定信号を変化させて、サブＣＰ
Ｕ４０の駆動電圧を第１の電圧に上昇させる場合と比較して、短時間で省電力モードから
通常動作モードへの復帰が可能となる。
【００７５】
（実施の形態４）
　次に、本発明の実施の形態４にかかる画像形成装置１について説明する。図８は、実施
の形態４にかかる画像形成装置の構成を示す図である。なお、実施の形態４において、上
述した第１の実施の形態の画像形成装置１と共通する部分の説明は省略し、異なる点につ
いてのみ説明する。
【００７６】
　実施の形態４の画像形成装置は、図８に示すように、実施の形態１の構成（図２）に、
さらに、操作部制御システム１１に、ＬＡＮインターフェース５５と、制御デバイス５６
とを設け、省電力モードにおいて、制御デバイス５６が、ＬＡＮインターフェース５５に
データが入力されたことを検出した場合に、サブ電源制御ユニット４７がサブＣＰＵ４０
を起動させる構成としたものである。
【００７７】
　図８において、ＬＡＮインターフェース５５は、無線または有線でＬＡＮを使用してデ
ータ通信するためのインターフェースである。制御デバイス５６は、ＬＡＮインターフェ
ース５５にデータが入力されたことを検出した場合に、信号線５２を介して、データが入
力されたことを示すネットワークデータ受信検出信号をサブ電源制御ユニット４７および
メインシステム１０に出力する。
【００７８】
　つぎに、省電力モード時に、ＬＡＮを介してデータの受信を検出した場合の動作を説明
する。省電力モードに移行する動作は、実施の形態１と同様である。画像形成装置１は、
省電力モード（動作モード指定信号が省電力モードを指定（「Ｈ」）、省電力モード移行
可否信号が移行可（「Ｈ」）、ＣＰＵ用電源電圧（Ｖｃｃ３）がＣＰＵ４０の駆動は不可
能であるが状態保持が可能な第２の電圧）の状態にあるものとする。
【００７９】
　省電力モード時に、ＬＡＮインターフェース５５にデータが入力されると、制御デバイ
ス５６は、ＬＡＮインターフェース５５にデータが入力されたことを検出した場合に、信
号線５２を介して、データが入力されたことを示すネットワークデータ受信検出信号をサ
ブ電源制御ユニット４７およびメインシステム１０に出力する。
【００８０】
　サブ電源制御ユニット４７は、ネットワークデータ受信検出信号が入力されると、ＣＰ
Ｕ用電源電圧（Ｖｃｃ３）を、第２の電圧からＣＰＵ４０の駆動が可能な第１の電圧に上
げ、ＣＰＵ用電源電圧（Ｖｃｃ３）が第１の電圧となった場合には、サブＣＰＵ４０に対
して起動信号を信号線３８を介して出力する。サブＣＰＵ４０は、起動信号を外部割込み
で検出することで起動し、起動後、サブ電源制御ユニット４７に対して、省電力モードへ
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の移行不可な状態を示す省電力モード移行可否信号（「Ｌ」）を出力し、次の省電力モー
ドへの移行に備える。
【００８１】
　実施の形態４の画像形成装置によれば、省電力モードにおいて、制御デバイス５６が、
ＬＡＮインターフェース５５がデータを受信したことを検出した場合に、サブ電源制御ユ
ニット４７がサブＣＰＵ４０の駆動電圧を第１の電圧に上げると共に、サブＣＰＵ４０に
起動信号を送出して起動させる構成としたので、メインシステム１０がＬＡＮインターフ
ェース５５でデータを受信したことを検出した後に、動作モード指定信号を変化させて、
サブＣＰＵ４０の駆動電圧を第１の電圧に上昇させる場合と比較して、短時間で省電力モ
ードから通常動作モードへの復帰が可能となる。
【００８２】
（実施の形態５）
　次に、本発明にかかる実施の形態５の画像形成装置１について説明する。図９は、実施
の形態５にかかる画像形成装置の構成を示す図である。なお、実施の形態５において、上
述した第１の実施の形態の画像形成装置１と共通する部分の説明は省略し、異なる点につ
いてのみ説明する。
【００８３】
　実施の形態５の画像形成装置は、図９に示すように、実施の形態１の構成（図２）に、
さらに、操作部制御システム１１に、キー入力インターフェース５７と、キー入力検出部
５８とを設け、省電力モードにおいて、制御デバイス５６が、キー入力インターフェース
５７にデータが入力されたことを検出した場合に、サブ電源制御ユニット４７がサブＣＰ
Ｕ４０を起動させる構成としたものである。
【００８４】
　図９において、キー入力インターフェース５７は、キー入力するためのインターフェー
スである。キー入力検出部５８は、キー入力インターフェース５７にキー入力があったこ
とを検出した場合に、キー入力があったことを示すキー入力検出信号を、信号線５２を介
してサブ電源制御ユニット４７およびメインシステム１０に出力する。
【００８５】
　つぎに、省電力モード時に、キー入力を検出した場合の動作を説明する。省電力モード
に移行する動作は、実施の形態１と同様である。画像形成装置１は、省電力モード（動作
モード指定信号が省電力モードを指定（「Ｈ」）、省電力モード移行可否信号が移行可（
「Ｈ」）、ＣＰＵ用電源電圧（Ｖｃｃ３）がＣＰＵ４０の駆動は不可能であるが状態保持
が可能な第２の電圧）の状態にあるものとする。
【００８６】
　省電力モード時に、キー入力インターフェース５７にキー入力されると、キー入力検出
部５８は、キー入力インターフェース５７にキー入力があったことを検出し、信号線５２
を介して、サブ電源制御ユニット４７およびメインシステム１０に対して、キー入力があ
ったことを示すキー入力検出信号を出力する。
【００８７】
　サブ電源制御ユニット４７は、キー入力検出信号が入力されると、ＣＰＵ用電源電圧（
Ｖｃｃ３）を、第２の電圧からＣＰＵ４０の駆動が可能な第１の電圧に上げ、ＣＰＵ用電
源電圧（Ｖｃｃ３）が第１の電圧となった場合には、サブＣＰＵ４０に対して起動信号を
、信号線３８を介して出力する。サブＣＰＵ４０は、起動信号を外部割込みで検出するこ
とで起動し、起動後、サブ電源制御ユニット４７に対して、省電力モードへの移行不可な
状態を示す省電力モード移行可否信号（「Ｌ」）を出力し、次の省電力モードへの移行に
備える。
【００８８】
　実施の形態５の画像形成装置によれば、省電力モードにおいて、省電力モードにおいて
、制御デバイス５６が、キー入力インターフェース５７にデータが入力されたことを検出
した場合に、サブ電源制御ユニット４７がサブＣＰＵ４０の駆動電圧を第１の電圧に上げ
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ると共に、サブＣＰＵ４０に起動信号を送出して起動させる構成としたので、メインシス
テム１０がキー入力を検出した後に、動作モード指定信号を変化させて、サブＣＰＵ４０
の駆動電圧を第１の電圧に上昇させる場合と比較して、短時間で省電力モードから通常動
作モードへの復帰が可能となる。
【００８９】
（実施の形態６）
　次に、本発明の実施の形態６にかかる画像形成装置１について説明する。図１０は、実
施の形態６にかかる画像形成装置の構成を示す図である。なお、実施の形態６において、
上述した第１の実施の形態の画像形成装置１と共通する部分の説明は省略し、異なる点に
ついてのみ説明する。
【００９０】
　実施の形態６の画像形成装置は、図１０に示すように、実施の形態１の構成（図２）の
操作部制御システム１１に、タッチパネル入力インターフェース５９と、タッチパネル入
力検出部６０とを追加し、省電力モードにおいて、タッチパネル入力検出部６０が、タッ
チパネル入力を検出した場合に、サブ電源制御ユニット４７がサブＣＰＵ４０を起動させ
る構成としたものである。
【００９１】
　図１０において、タッチパネル入力インターフェース５９は、タッチパネルを有し、タ
ッチパネル入力するためのインターフェースである。タッチパネル入力検出部６０は、タ
ッチパネル入力インターフェース５９にタッチパネル入力があったことを検出した場合に
、タッチパネル入力があったことを示すタッチパネル入力検出信号を、信号線５２を介し
てサブ電源制御ユニット４７およびメインシステム１０に出力する。
【００９２】
　つぎに、省電力モード時に、キー入力を検出した場合の動作を説明する。省電力モード
に移行する動作は、実施の形態１と同様である。画像形成装置１は、省電力モード（動作
モード指定信号が省電力モードを指定（「Ｈ」）、省電力モード移行可否信号が移行可（
「Ｈ」）、ＣＰＵ用電源電圧（Ｖｃｃ３）がＣＰＵ４０の駆動は不可能であるが状態保持
が可能な第２の電圧）の状態にあるものとする。
【００９３】
　省電力モード時に、タッチパネル入力インターフェース５９にタッチパネル入力される
と、タッチパネル入力検出部６０は、タッチパネル入力があったことを示すタッチパネル
入力検出信号を、信号線５２を介してサブ電源制御ユニット４７およびメインシステム１
０に出力する。
【００９４】
　サブ電源制御ユニット４７は、タッチパネル入力検出信号が入力されると、ＣＰＵ用電
源電圧（Ｖｃｃ３）を、第２の電圧からＣＰＵ４０の駆動が可能な第１の電圧に上げ、Ｃ
ＰＵ用電源電圧（Ｖｃｃ３）が第１の電圧となった場合には、サブＣＰＵ４０に対して起
動信号を信号線３８を介して出力する。サブＣＰＵ４０は、起動信号を外部割込みで検出
することで起動し、起動後、サブ電源制御ユニット４７に対して、省電力モードへの移行
不可な状態を示す省電力モード移行可否信号（「Ｌ」）を出力し、次の省電力モードへの
移行に備える。
【００９５】
　実施の形態６の画像形成装置によれば、省電力モードにおいて、タッチパネル入力検出
部６０が、タッチパネル入力を検出した場合に、サブ電源制御ユニット４７がサブＣＰＵ
４０の駆動電圧を第１の電圧に上げると共に、サブＣＰＵ４０に起動信号を送出して起動
させる構成としたので、メインシステム１０がタッチパネル入力を検出した後に、動作モ
ード指定信号を変化させて、サブＣＰＵ４０の駆動電圧を第１の電圧に上昇させる場合と
比較して、短時間で省電力モードから通常動作モードへの復帰が可能となる。
【００９６】
（実施の形態７）
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　次に、本発明の実施の形態７にかかる画像形成装置１について説明する。図１１は、実
施の形態７にかかる画像形成装置の構成を示す図である。なお、実施の形態７において、
上述した第１の実施の形態の画像形成装置１と共通する部分の説明は省略し、異なる点に
ついてのみ説明する。
【００９７】
　実施の形態７の画像形成装置は、図１１に示すように、実施の形態１の操作部制御シス
テム１１（図２）に、認証システムインターフェース６１と、認証要求検出部６２とを追
加し、省電力モードにおいて、認証要求検出部６２が、ユーザ認証要求入力があったこと
を検出した場合に、サブ電源制御ユニット４７がサブＣＰＵ４０を起動させる構成とした
ものである。
【００９８】
　図１０において、認証システムインターフェース６１は、ユーザ認証要求を入力するた
めのインターフェースである。認証要求検出部６２は、認証システムインターフェース６
１にユーザ認証要求入力があったことを検出した場合に、ユーザ認証要求入力があったこ
とを示すユーザ認証要求検出信号を、信号線５２を介してサブ電源制御ユニット４７およ
びメインシステム１０に出力する。
【００９９】
　つぎに、省電力モード時に、ユーザ認証要求入力を検出した場合の動作を説明する。省
電力モードに移行する動作は、実施の形態１と同様である。画像形成装置１は、省電力モ
ード（動作モード指定信号が省電力モードを指定（「Ｈ」）、省電力モード移行可否信号
が移行可（「Ｈ」）、ＣＰＵ用電源電圧（Ｖｃｃ３）がＣＰＵ４０の駆動は不可能である
が状態保持が可能な第２の電圧）の状態にあるものとする。
【０１００】
　省電力モード時に、認証システムインターフェース６１にユーザ認証要求が入力される
と、認証要求検出部６２は、認証システムインターフェース６１にユーザ認証要求入力が
あったことを検出した場合に、ユーザ認証要求入力があったことを示すユーザ認証要求検
出信号を、信号線５２を介してサブ電源制御ユニット４７およびメインシステム１０に出
力する。
【０１０１】
　サブ電源制御ユニット４７は、ユーザ認証要求入力検出信号が入力されると、ＣＰＵ用
電源電圧（Ｖｃｃ３）を、第２の電圧からＣＰＵ４０の駆動が可能な第１の電圧に上げ、
ＣＰＵ用電源電圧（Ｖｃｃ３）が第１の電圧となった場合には、サブＣＰＵ４０に対して
起動信号を信号線３８を介して出力する。サブＣＰＵ４０は、起動信号を外部割込みで検
出することで起動し、起動後、サブ電源制御ユニット４７に対して、省電力モードへの移
行不可な状態を示す省電力モード移行可否信号（「Ｌ」）を出力し、次の省電力モードへ
の移行に備える。
【０１０２】
　実施の形態７の画像形成装置によれば、省電力モードにおいて、認証要求検出部６２が
、ユーザ認証要求入力があったことを検出した場合に、サブ電源制御ユニット４７がサブ
ＣＰＵ４０の駆動電圧を第１の電圧に上げると共に、サブＣＰＵ４０に起動信号を送出し
て起動させる構成としたので、メインシステム１０がユーザ認証要求入力を検出した後に
、動作モード指定信号を変化させて、サブＣＰＵ４０の駆動電圧を第１の電圧に上昇させ
る場合と比較して、短時間で省電力モードから通常動作モードへの復帰が可能となる。
【０１０３】
　上記実施の形態では、本発明にかかる電力制御システムを画像形成装置に適用した場合
について説明したが、本発明はこれに限られるものではなく、情報処理装置等の各種装置
で電力制御を行う場合に広く適用可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１０４】
　以上のように、本発明にかかる電力制御システムは、画像形成装置や情報処理装置等の
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【図面の簡単な説明】
【０１０５】
【図１】実施の形態１にかかる画像形成装置の構成を示す図である。
【図２】図１のメインシステムおよび操作部制御システムの内部構成を示す図である。
【図３】図２のサブ電源制御ユニットの内部構成を示す図である。
【図４】メインシステムと操作部制御システム間で行なわれる省電力モードへの移行処理
の手順を示すフローチャートである。
【図５】メインシステムと操作部制御システム間で行なわれる通常動作モードへの移行処
理の手順を示すフローチャートである。
【図６】実施の形態２の画像形成装置の構成を示す図である。
【図７】実施の形態３の画像形成装置の構成を示す図である。
【図８】実施の形態４の画像形成装置の構成を示す図である。
【図９】実施の形態５の画像形成装置の構成を示す図である。
【図１０】実施の形態６の画像形成装置の構成を示す図である。
【図１１】実施の形態７の画像形成装置の構成を示す図である。
【符号の説明】
【０１０６】
　　１　画像形成装置
　１０　メインシステム（システム／ネットワーク制御システム）
　１１　操作部制御システム
　１２　画像処理システム
　１３　Ｉ／Ｏ制御システム
　１４　電源制御ユニット
　１５　プロッタユニット
　１６　スキャナユニット
　２０　メインＣＰＵ
　４０　サブＣＰＵ
　４６　ソフトスイッチ
　４７　サブ電源制御ユニット
　４７ａ　ロジックＩＣ
　４７ｂ　電源ＩＣ
　４７ｃ　電源監視ＩＣ
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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